
 

 

 

 

 

 

 

   

 

この一年で特に実感したと思いますが、私たちの社会は「時間」を軸に回っています。それを象徴するの

が「しめきり」です。しめきりがあるのは学校生活だけだと思っているかもしれませんが、実は世の中はし

めきりだらけです。そして、決まっているしめきりは「絶対」です。いくら事情があろうとも、必死に謝っ

ても、基本的には‘おまけ’してもらえません。「ごめんなさい」ですまなくなることが多くあると思って

おいてください。 

 そして、重要度が極めて高い「しめきり」が高校の入学手続きです。２／２８の朝 9時に公立高校共通選

抜の発表があって、そこで残念な結果だった場合、すぐに行動しなければいけないのが「私立高校の入学手

続き」です。ですから、本人も、ご家族の方も、日程の確認と金銭面の準備をしっかりしておいてください。 

 

①入学金を納めなければ手続きしたとは認められない。 

②入金しただけでは手続き完了にはならない。 

③ネットで入金する学校が多いが、高校の窓口へ行く場合もあるし、両方必要な場合もある。 

ですから、もう一度各自、私立高校の要項をよく読み、備えておくことが大切です。 

 

【私立併願受験校の手続きしめきり】 

２／２９ 横浜隼人 横浜学園 山手学院 鵠沼 湘南工科 アレセイア  

 

３／１  日本大学 横浜 藤嶺藤沢 藤沢翔陵 平塚学園 柏木学園 秀英 

 

３／２  横浜清風 日大藤沢 相模女子 光明相模原 

 

３／４  横浜商科大学 横浜創学館 旭丘 立花学園  

（高校によっては１２：００まで、１５：００までと時間が決められているので、確認しましょう） 

※あわせて４時間目に配布した「公立高校 共通選抜 合格発表について」をご覧ください。 

 

保護者の方および生徒のみなさんへ 

何度かお伝えしていることで、しつこいですが、再度公立高校のルールについて掲載します。 

①公立高校に合格した場合、公立高校進学が基本となり、私立高校へ進学することはできません。 

中学校は、合格発表の翌日、公立高校を合格した人が併願受験した私立高校に対して「入学辞退届」

を作成して届けます。 

②私立高校にすでに合格している人は、共通選抜が不合格だったとしても、二次募集や定通分割選抜は 

受検できません。                                                      

          （文責 進路担当：清川） 
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